
○
　
狭
い
部
屋
（
夜
）


　
　
辻
原
宏
光
（
４
３
）
、
机
に
向
か
っ
て
椅
子


　
　
に
座
り
、
紙
に
鉛
筆
で
文
字
を
書
い
て
い
る
。


　
　
そ
こ
に
は
、
『
僕
は
ヒ
ー
ロ
ー
に
な
る
』
と
書


　
　
か
れ
て
お
り
、
『
小
学
２
年
の
時…

』
と
書
き


　
　
始
め
る
。


○
　
△
△
小
学
校
・
校
庭
（
回
想
）


　
　
宏
光
（
７
）
、
足
を
つ
け
た
状
態
で
雲
梯
の
一


　
　
番
端
の
棒
を
片
手
で
掴
み
、
周
り
に
集
ま
っ
て


　
　
い
る
大
勢
の
同
級
生
た
ち
に
、


宏
光
「
行
く
ぞ
！
」


生
徒
た
ち
「
（
個
々
に
）
頑
張
っ
て
！
」


　
　
宏
光
に
と
っ
て
は
、
遠
く
長
く
見
え
る
雲
梯
。


　
　
宏
光
、
雲
梯
の
ゴ
ー
ル
だ
け
を
見
て
、


宏
光
「
よ
し
っ
！
」


　
　
両
手
で
雲
梯
の
棒
を
持
ち
、
足
を
浮
か
せ
、
ゴ


　
　
ー
ル
み
向
か
い
始
め
る
。


生
徒
た
ち
「
（
個
々
に
）
頑
張
れ
ー
！
」


　
　
宏
光
、
同
級
生
か
ら
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、


　
　
ど
ん
ど
ん
と
進
ん
で
行
く
。
順
調
に
進
ん
で
残


　
　
り
半
分
ほ
ど
ま
で
来
る
。


男
子
生
徒
「
残
り
半
分
！
」


　
　
宏
光
、
さ
ら
に
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
、
ゴ
ー
ル
へ


　
　
と
向
か
っ
て
行
く
。


生
徒
た
ち
「
あ
と
、
ち
ょ
っ
と
！
」


生
徒
た
ち
「
も
う
す
ぐ
ゴ
ー
ル
」


　
　
宏
光
、
順
調
に
進
ん
で
行
く
が
、
ゴ
ー
ル
直
前


　
　
で
急
に
止
ま
る
。


　
　
生
徒
た
ち
、
不
思
議
そ
う
に
宏
光
を
見
て
い
る
。


　
　
宏
光
、
棒
に
ぶ
ら
下
が
っ
た
ま
ま
、
校
庭
の
端


　
　
の
方
を
見
る
。


　
　
宏
光
の
見
る
方
向
か
ら
、
男
の
子
の
鳴
き
声
が


　
　
聞
こ
え
て
来
る
。


　
　
宏
光
の
視
線
の
先
に
は
、
上
級
生
の
男
子
３
人


　
　
と
泣
い
て
い
る
男
の
子
が
い
る
。


　
　
生
徒
た
ち
、
泣
い
て
い
る
男
の
子
の
方
を
見
て


　
　
い
る
。
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上
級
生
の
男
子
３
人
、
泣
い
て
い
る
男
の
子
を


　
　
囲
っ
て
何
か
を
言
っ
て
い
る
。


　
　
宏
光
の
周
り
に
い
る
生
徒
た
ち
、
少
し
怯
え
て


　
　
い
る
。


　
　
宏
光
、
雲
梯
か
ら
降
り
、
泣
い
て
い
る
男
の
子


　
　
の
方
へ
走
っ
て
行
く
。


　
　
上
級
生
の
男
子
３
人
の
、
鈴
本
浩
二
（
１
１
）
、


　
　
島
野
賢
人
（
１
１
）
、
池
島
秀
樹
（
１
１
）
、


　
　
泣
い
て
い
る
本
木
光
哉
（
７
）
を
囲
っ
て
、


浩
二
「
お
い
、
泣
い
て
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
よ
」


賢
人
「
早
く
裸
に
な
っ
て
運
動
場
一
周
走
っ
て
来
い


　
　
よ
！
」


秀
樹
「
早
く
し
ろ
よ
！
　
時
間
な
く
な
る
だ
ろ
！
」


　
　
光
哉
、
泣
き
な
が
ら
踞
る
。


　
　
宏
光
、
走
っ
て
来
て
、


宏
光
「
お
い
っ
！
　
何
し
て
ん
だ
よ
！
」


　
　
上
級
生
３
人
、
宏
光
を
見
る
。


宏
光
「
や
め
ろ
よ
！
　
泣
い
て
る
だ
ろ
」


賢
人
「
何
だ
お
前
？
」


　
　
宏
光
、
光
哉
に
駆
け
寄
っ
て
、
し
ゃ
が
み
、


宏
光
「
お
い
、
大
丈
夫
か
？
」


　
　
光
哉
、
泣
い
て
い
る
。


浩
二
「
誰
な
ん
だ
よ
、
お
前
！
」


　
　
上
級
生
の
３
人
、
宏
光
と
光
哉
を
囲
う
。


　
　
宏
光
、
上
級
生
の
３
人
を
見
上
げ
る
と
、
宏
光


　
　
の
視
線
か
ら
は
３
人
が
か
な
り
怖
く
見
え
る
。


賢
人
「
誰
だ
よ
！
　
邪
魔
す
ん
な
よ
！
」


　
　
宏
光
、
光
哉
の
前
に
立
つ
。


　
　
賢
人
、
宏
光
の
肩
を
押
し
て
、


賢
人
「
何
な
ん
だ
よ
！
」


宏
光
「
お
、
俺
は
」


　
　
宏
光
、
両
手
を
力
強
く
握
っ
て
い
る
。


宏
光
「
俺
は
、
こ
の
子
の
味
方
だ
！
」


賢
人
「
あ
ぁ
？
」


　
　
賢
人
、
宏
光
に
詰
め
寄
る
。


　
　
宏
光
、
手
が
震
え
て
い
る
。


　
　
す
る
と
、
背
後
か
ら
先
生
と
数
人
の
宏
光
の
同


　
　
級
生
が
走
っ
て
来
て
、
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先
生
「
お
い
！
　
お
前
た
ち
何
し
て
い
る
！
」


　
　
賢
人
、
宏
光
か
ら
離
れ
る
。


　
　
先
生
、
や
っ
て
来
て
、


先
生
「
ま
た
お
前
た
ち
か
！
　
職
員
室
に
来
な
さ
い
」


　
　
上
級
生
の
３
人
、
歩
い
て
行
く
。


　
　
先
生
、
宏
光
と
光
哉
に
寄
っ
て
来
て
、


先
生
「
大
丈
夫
か
？
」


　
　
光
哉
、
頷
い
て
い
る
。


　
　
先
生
、
光
哉
の
手
を
握
っ
て
、


先
生
「
一
度
、
職
員
室
に
行
こ
う
」


　
　
光
哉
の
手
を
引
い
て
歩
い
て
行
く
。


　
　
宏
光
、
そ
の
様
子
を
見
て
い
る
。


　
　
先
生
、
立
ち
止
ま
っ
て
振
り
返
り
、


先
生
「
君
も
一
緒
に
来
て
く
れ
」


宏
光
「
あ
っ
、
は
い
」


　
　
宏
光
、
先
生
に
つ
い
て
行
く
。


○
　
同
・
職
員
室
・
前
廊
下
（
回
想
）


　
　
宏
光
と
光
哉
、
職
員
室
か
ら
出
て
く
る
。


　
　
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
で
は
、
上
級
生
の
３
人
、


　
　
立
っ
て
い
る
。


　
　
宏
光
と
光
哉
、
３
人
と
は
逆
方
向
に
歩
い
て
い


　
　
く
。


　
　
上
級
生
の
３
人
、
宏
光
と
光
哉
を
睨
ん
で
い
る
。


　
　
先
生
、
職
員
室
か
ら
出
て
来
て
、
上
級
生
の
３


　
　
人
、
職
員
室
に
入
っ
て
い
く
。


○
　
同
・
２
年
１
組
教
室
（
回
想
）


　
　
宏
光
、
机
に
ラ
ン
ド
セ
ル
を
置
き
、
帰
る
準
備


　
　
を
済
ま
せ
る
、


男
子
生
徒
「
宏
光
く
ん
、
一
緒
に
帰
ろ
う
」


宏
光
「
い
い
よ
」


　
　
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
い
、
廊
下
を
見
る
と
、
ラ


　
　
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
た
光
哉
、
立
っ
て
い
る
。


宏
光
「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
ね
」


　
　
光
哉
の
と
こ
ろ
へ
行
く
。


○
　
同
・
同
・
前
廊
下
（
回
想
）


　
　
宏
光
、
教
室
か
ら
出
て
来
て
、
光
哉
の
と
こ
ろ
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へ
行
く
。


宏
光
「
ど
う
し
た
の
？
」


光
哉
「
（
泣
き
そ
う
な
顔
で
）
今
日
、
チ
ビ
公
園
に


　
　
来
て
！
」


宏
光
「
ど
う
し
て
？
」


光
哉
「…
お
願
い
」


　
　
光
哉
、
走
っ
て
行
く
。


○
　
チ
ビ
公
園
・
前
道
路
（
回
想
）


　
　
宏
光
、
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
た
状
態
で
一
人


　
　
で
歩
い
て
く
る
。
壁
の
影
に
隠
れ
、
公
園
内
を


　
　
見
る
。


　
　
あ
の
上
級
生
３
人
、
集
ま
っ
て
い
る
。


　
　
宏
光
、
走
っ
て
逃
げ
て
行
く
。


光
哉
の
声
「…

お
願
い
」


　
　
宏
光
、
走
っ
て
行
く
。


　
　
×
　
　
×
　
　
×


　
　
日
は
少
し
落
ち
、
あ
た
り
は
夕
焼
け
に
照
ら
さ


　
　
れ
て
い
る
。


　
　
上
級
生
の
３
人
、
地
面
に
座
っ
て
、


賢
人
「
あ
い
つ
、
裏
切
っ
た
な
」


浩
二
「
明
日
、
も
う
一
回
行
く
ぞ
」


　
　
３
人
、
立
ち
上
が
っ
て
帰
ろ
う
と
す
る
と
、
入


　
　
り
口
に
赤
い
マ
ン
ト
と
お
も
ち
ゃ
の
変
身
ベ
ル


　
　
ト
を
つ
け
た
宏
光
、
立
っ
て
い
る
。


賢
人
「
あ
い
つ…

」


○
　
狭
い
部
屋
（
夜
）


　
　
宏
光
、
紙
に
『
俺
は
、
あ
の
場
所
に
行
っ
た
こ


　
　
と
を
後
悔
し
て
い
る
。
あ
の
場
所
に
行
か
な
け


　
　
れ
ば
』
と
書
く
。


場
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
「
消
灯
」


　
　
電
気
が
消
え
る
。


　
　
宏
光
、
辺
り
を
見
る
と
、
そ
こ
は
壁
と
檻
に
囲


　
　
ま
れ
た
監
獄
の
中
。
月
光
を
頼
り
に
紙
に
『
あ


　
　
れ
が
全
て
の
始
ま
り
だ
っ
た
と
今
に
な
っ
て
思


　
　
う
。
来
週
、
俺
は
出
所
す
る
』
と
書
き
記
し
、


　
　
ベ
ッ
ド
に
入
る
。
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